
〔他誌掲載論文の抄録〕

RT-PCR を用いた牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）ネガティブセンス RNA の検

出による牛用ウイルス生ワクチン中に迷入する活性 BVDV の検証

嶋﨑智章、高橋周子 1、青木博史 2、鈴木祥子、福所秋雄 2

牛用ウイルス生ワクチン中に迷入する活性牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）を、（－）鎖ウイルス RNA

を増幅することで活性ペスチウイルスを検出できる方法として考えられた RT-PCR 法を用いて検出できるか

どうか検証した。その RT-PCR 法は、動物用生物学的製剤基準において採用されている干渉法と同様の感度

であることが確認された。更に、供試した全ての非細胞病原性 BVDV を検出し、牛用ウイルス生ワクチン

中に含まれる成分の干渉を受けなかった。販売用に製造された牛用生ワクチン 12 ロットについて本法と干

渉法で BVDV の迷入を調べたところ、一致した結果を得た。本法は牛用ウイルス生ワクチン（牛ウイルス

性下痢症生ワクチンを除く）の品質管理法として有用であると考えられた。

（家畜衛生学雑誌 35-2, 41-46, 2009. 英文）

１ 農林水産省生産局

２ 日本獣医生命科学大学

Erysipelothrix 属菌の分類再編と病因論

高橋敏雄・内山万利子・小佐々隆志

この総説では、我々の公表したデータ等に基づき代表的な自然宿主である豚、犬及び鶏での Erysipelothrix

rhusiopathiae 及び E. tonsillarum の感染によって起こる疾病についての最近の知見、特に、近年の

Erysipelothrix 属菌の分類再編に関連した病因論について紹介する。我々は、Erysipelothrix 属菌の菌種と全血

清型との分類学的関係を明らかにすることを目的として、1958 ～ 1996 年に日本各地および諸外国において、

急性及び慢性豚丹毒に罹患した豚を含む種々の動物の症例あるいは環境等の非臨床例など広範な由来から分

離収集された 93 株を用いて、最も一般的な菌種同定基準である DNA-DNA 相同性試験を行った。これまで

得られた表現性状と DNA 相同性試験の結果から E. tonsillarum24 株(96%)は豚にほとんど病原性を示さなか

ったのに対し、E. rhusiopathiae39 株(66%)は皮内接種により、全身又は限局性の発疹を引き起こすことが明

らかにされた。これは E. tonsillarum は病因学的意義を有しない可能性を示唆している。また、DNA 相同性

において E. rhusiopathiae と E. tonsillarum のそれぞれの基準株と相関性の低い 3 つのマイナーグループの存

在も見いだされた。以上より Erysipelothrix 属菌は主な菌種として E. rhusiopathiae と E. tonsillarum から構成

されており、多くの表現形質において類似している一方で、サッカロースからの酸産生能や豚に対する病原

性において差異が認められることが示された。

（家畜衛生学雑誌 35, 77-89, 2009. 邦文）
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家畜由来サルモネラの薬剤耐性

浅井鉄夫

サルモネラは、食中毒の起因菌であるとともに、動物のサルモネラ病の原因菌で、胃腸炎、敗血症、流産、

肺炎、関節炎、乳房炎などの臨床兆候を呈し、発病した動物は、抗菌剤による治療が行われる。サルモネラ

の薬剤耐性の発現状況は、血清型やファージ型などにより大きく異なる。今回、家畜から分離される主要な

血清型（Dublin、Typhimurium、Choleraesuis、Enteritidis 及び Infantis）の薬剤耐性の発現状況を国内の成績

を中心に概説した。

（家畜衛生学雑誌、35, 117-121, 2009. 邦文）

日本の牛から分離されたフルオロキノロン耐性 Mannheimia haemolyica における

GyrA と ParC タンパクの変異

小澤真名緒、浅井鉄夫、鮫島俊哉
1

罹患牛から分離された９株の Mannheimia haemolytica（エンロフロキサシン耐性１株、ナリジクス酸耐性

５株、感受性３株）について、gyrA 及び parC のキノロン耐性決定領域の遺伝子配列を調べた。エンロフロ

キサシン耐性株では、GyrA タンパク質の２か所（83 位のセリン→フェニルアラニン、87 位のアスパラギ

ン酸→グリシン）及び ParC タンパクの１か所（80 位のセリン→イソロイシン）にアミノ酸の置換が認めら

れた。ナリジクス酸耐性株の GyrA タンパクには、３種類の変異（83 位のセリン→チロシン又はフェニル

アラニン、87 位のアスパラギン酸→グリシン）が認められた。

（Mutations in GyrA and ParC in fluoroquinolone-resistant Mannheimia haemolyica isolates from Cattle in Japan.

The Journal of Veterinary Medical Science. 71(4), 493-494, 2009 英文）

１ 独立行政法人農業食品・産業技術総合研究機構機構動物衛生研究所

日本で分離された 4/91 遺伝子タイプの鶏伝染性気管支炎ウイルスの遺伝学的性状解析

嶋﨑洋子、渡辺有美、原田麻希子、関慶久
1
、黒田順史２、福田昌治３、本多英一４、

鈴木祥子、中村成幸

国内で新たな遺伝子型として確認された 4/91(793B)タイプの鶏伝染性気管支炎ウイルス（IBV）の由来を

明らかにするため、本タイプの国内分離株の遺伝子性状をワクチン株及び海外分離株と比較解析した。4/91

タイプの生ワクチンの接種歴のない鶏群から分離された３株(JP/Wakayama/2003、JP/Iwate/2005 及び

JP/Saitama/2006)について、Ｓ蛋白の遺伝子配列を解析した結果、これら３株の野外分離株について、株

間のアミノ酸相同性は約 98%であったが、4/91 ワクチン株との相同性は約 90 ％であった。また、系統

20



樹解析の結果、これら３株は、4/91 ワクチンとは異なり、フランスやスペインの分離株と近縁な同一のク

ラスターに分類された。また、4/91 遺伝子タイプの国内分離株は、Mase ら(2004)が報告している PCR-RFLP

法の遺伝子型別法に新たに Bal Ⅰ、Pst Ⅰ及び Bgl Ⅱの制限酵素を追加することで、他の遺伝子型及びワク

チン株と識別可能であった。以上のことから、国内で確認された 4/91 遺伝子タイプの IBV は、ワクチン株

とは異なる海外の分離株に由来していることが示唆され、また本研究による方法により野外分離株の 4/91

タイプの型別及びワクチン株との識別が可能と考えられた。

（Genetic analysis of the S1 gene of 4/91 type infectious bronchitis virus isolated in Japan. The Journal of

Veterinary Medical Science. 71(5), 583-588, 2009 英文）

１ 岩手県家畜保健衛生所

２ 和歌山県家畜保健衛生所

３ 埼玉県家畜保健衛生所

４ 東京農工大学

1994 年から 2001 年の間に日本の豚丹毒罹患豚から分離された豚丹毒菌における病因

学的及び生物学的性質

小澤真名緒、山本欣也、小島明美、高木昌美 1、高橋敏雄

1994 年から 2001 年の間に日本の豚丹毒罹患豚から分離された 66 株の豚丹毒菌について、血清型、マウ

スに対する病原性、マウスにおけるワクチン防御、薬剤感受性を調査した。84.8%の株は、血清型１又は２

であった。血清型 21 の株が、敗血症の症例からは初めて分離された。50 株（75.8%）は高病原性、12 株（18.2%）

低病原性を示し、４株は病原性を示さなかった。ワクチン株である小金井 65-0.15 株で免疫されたすべての

マウスは、高病原性の 50 株の攻撃試験に耐過した。６株（9.1%）は、ワクチン株と同等に 0.02%のアクリ

フラビンを含んだ TPB-T80 培地で発育した。47 株（71.2%）はオキシテトラサイクリン耐性だった。オキ

シテトラサイクリン耐性株は、年ごとに急激に増加していた。6.1%の株がタイロシン耐性であった。これ

らの結果より、野外における豚丹毒菌性状、特に薬剤感受性の変化が示唆された。したがって、豚丹毒菌野

外分離株の性状調査が今後も必要と考えられた。

（Etiological and biological characteristics of Erysipelothrix rhusiopathiae isolated between 1994 and 2001 from

pigs with swine erysipelas in Japan. The Journal of Veterinary Medical Science. 71(6), 697-702, 2009. 英文）

１ 農林水産省動物検疫所

日本国内の食用動物から分離された指標菌に関する薬剤耐性全国調査

小島明美、浅井鉄夫、石原加奈子
1
、秋元京子

2
、杉本恭文

2
、佐藤剛

2
、田村豊

1
、高橋敏雄
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2000 ～ 2003 年に国内の健康な牛、豚、採卵鶏及びブロイラーから分離された大腸菌 2205 株、Enterococcus

faecalis 610 株及び E. faecium 571 株の薬剤感受性を寒天平板希釈法で調べた。牛及び採卵鶏由来株では、

豚及びブロイラー由来株に比べて、調査したほとんどの薬剤に対して耐性割合は低かった。フルオロキノロ

ン耐性割合は、全ての動物種由来大腸菌で低く、豚、採卵鶏及びブロイラー由来 E. faecalis で低かった。セ

ファロスポリン耐性大腸菌は、ブロイラー由来株では継続的に認められ、他３畜種由来株においても 2003

株に認められた。

（National monitoring for antimicrobial resistance among indicator bacteria isolated from food-producing animals in

Japan. The Journal of Veterinary Medical Science. 71(10), 1301-1308, 2009. 英文）

１ 酪農学園大学

２ 独立行政法人農林水産消費安全技術センター

豚丹毒菌における Tn916 の接合伝達と Tn916-like transposon の検出

小澤真名緒、小島明美、山本欣也、高木昌美 1、高橋敏雄

豚丹毒菌におけるテトラサイクリン耐性の起源を調査するため、Tn916 の接合伝達を調査した。豚丹毒菌

間の伝達頻度は、腸球菌と豚丹毒菌間の伝達頻度より 10 倍高かった。Tn916-lile トランスポゾンの検出を

PCR と DNA シークエンスによって行ったところ、49 株のテトラサイクリン耐性株のうち、38 株（77.6%）

で検出された。一方、11 株(22.4%)は tet(M)遺伝子のみを保有していた。これらの結果より、豚丹毒菌のテ

トラサイクリン耐性を示す野外分離株の間で、Tn916-lile トランスポゾンが広範に分布していることが示唆

された。

（Conjugative transposition of Tn916 and detection of Tn916-like transposon in Erysipelothrix rhusiopahiae. The

Journal of Veterinary Medical Science. 71(10), 1301-1308, 2009. 英文）

１ 農林水産省動物検疫所

キノロン耐性サルモネラコレラスイスにおける菌体内フルオロキノロン濃度

臼井優、内山万利子、岩中麻里、永井英貴、山本芳実
1
、浅井鉄夫

サルモネラコレラスイスにおけるフルオロキノロン耐性の出現は、様々な国で懸念されている。そこで、

キノロン耐性の発現と関係を調べるため、菌体内エンロフロキサシン濃度を測定した。エンロフロキサシン

の菌体内濃度は、感受性株に比べて、ナリジクス酸耐性株で有意に低かった。エンロフロキサシンの菌体内

濃度は、carbonyl cyanidem-chlorophenylhydrazone の存在下で増加し、耐性株と感受性株の間で、差は認めら

れなかった。耐性株の出現は、菌体内濃度の低い株で高頻度であった。フルオロキノロンの菌体内濃度は、

排泄ポンプによって変化し、耐性菌の出現に関与することが示唆された。
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(Intracellular concentrations of enrofloxacin in quinolone-resistant Salmonella enterica subspecies enterica serovar

Choleraesuis. International Journal of Antimicrobial Agents. 34(6), 592-595, 2009. 英文）

１ 山口大学

パルスフィールドゲル電気泳動解析及び vlhA 遺伝子解析を用いた Mycoplasma

synoviae ワクチン株と野外分離株との識別

原田和記、木島まゆみ、内山万利子、山本朋子、大石弘司、荒尾恵、高橋敏雄

M.synoviae 弱毒生ワクチン株と野外分離株との型別法の確立を目的として、パルスフィールドゲル電気泳

動（PFGE)及び vlhA 遺伝子解析を用いた遺伝子型別の検討を行った。

SmaI を用いた既報のパルスフィールドゲル電気泳動（PFGE)解析では、供試した 11 株中２株の野外株が

ワクチン株と同一のパターンを示し、両者の完全な識別が出来なかった。一方、新たに検討した BlnI 及び

BamHI を用いた PFGE 解析、並びに vlhA 遺伝子解析を用いた場合には、ワクチン株と野外株とを識別する

ことが出来た。また、今回開発した PFGE 解析は、SmaI を用いた PFGE 解析や vlhA 遺伝子解析で同一の性

状を示す野外株の識別も可能であった。これらのことから、今回、我々が開発した PFGE による型別法は、M.

synoviae ワクチン株と野外分離株との識別、更には野外分離株の疫学的解析を行う際に有用であると考えら

れた。

（Molecular typing of Japanese field isolates and live commercial vaccine strain of Mycoplasma synoviae using

improved pulsed-field gel electrophoresis and vlhA gene sequencing: Avian Disease. 53, 538-543. 2009.英文）

国内の家畜におけるサルモネラの全国調査

石原加奈子
1
、高橋敏雄、守岡綾子、小島明美、木島まゆみ、浅井鉄夫、田村豊

1

1999 年に国内の健康な牛 183 頭、豚 180 頭及びブロイラー 155 羽から収集した糞 2%便 518 検体を用いて、

サルモネラの分布及び薬剤感受性を調べた。分離率は、ブロイラーで 36.1 ％、豚で 2.8 ％、牛で 0.5 ％であ

った。Infantis が最も分離され、22.6 ％のブロイラーの糞便から分離された。オキシテトラサイクリンに対

する耐性が高頻度に認められ(82.0%)、次いでジヒドロストレプトマイシン耐性(77.9%)、カナマイシン耐

性(41.0%) トリメトプリム耐性(35.2%)の順であった。アンピシリン、セフチオフル、ビコザマイシン、ク

ロラムフェニコール及びナリジクス酸に対する耐性割合は 10 ％未満であった。CTX-M-2 型β-lactamase を

産生する Senftenberg が、ブロイラー由来株で認められた。これは、国内の家畜由来サルモネラ株で最初の

報告である。

（National surveillance of Salmonella enterica in food-producing animals in Japan. Acta Veterinaria Scandinavica 51

(35), 2009. 英文）
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１ 酪農学園大学

日本の食用動物における薬剤耐性菌のコントロールと調査

杉浦勝明 1、浅井鉄夫、高木昌美 1、小野寺節 2

人に感染する細菌における薬剤耐性の増加は、公衆衛生上の問題である。獣医療や飼料添加で食用動物へ

抗菌性物質を使用することは、動物由来細菌における耐性の出現や拡散を引き起こす可能性がある。日本で

は、食用動物における抗菌性物質の使用は、薬事法と試料安全法により規制され、薬剤耐性菌の出現や拡散

を予防している。2003 年 12 月以降、食用動物に使用する抗菌性物質は食品安全委員会によりリスク評価さ

れている。さらに、食用動物における薬剤耐性菌のモニタリングが 2000 年から実施されている。

（Control and monitoring of antimicrobial resistance in bacteria in food-producing animals in Japan. Veterinary

Italiana. 45(2), 305-311, 2009. 英文）

１ 独立行政法人農林水産消費安全技術センター

２ 東京大学

ブロイラーと市販鶏肉の多剤耐性 Salmonella Schwarzengrund の関係

浅井鉄夫、村上光一 1、小澤真名緒、小池良治、石川整

ブロイラーと市販鶏肉から分離された Salmonella Schwarzengrund 29 株の薬剤感受性とパルスフィールド

ゲル電気泳動（PFGE）像を調べた。全ての株はビコザマイシンとサルファ剤に耐性を示した。PFGE 解析

により２つの遺伝子型が認められた。ブロイラー由来 19 株中 11 株と鶏肉由来 10 株中６株は、ジヒドロス

トレプトマイシン、カナマイシン、オキシテトラサイクリン、ビコザマイシン、トリメトプリム、サルファ

剤に対する６剤耐性を保有し、同一の遺伝子型を示した。遺伝的に均一の S. Schwarzengrund がブロイラー

と鶏肉に分布していることが示唆された。

（Relationships between multidrug-resistant Salmonella enterica serovar Schwarzengrund and both broiler chickens

and retail chicken meats in Japan. Japanese Journal of Infectious Disease. 62(3), 198-200, 2009. 英文）

１ 福岡県保健環境研究所

わが国の牛と鶏から分離された各種血清型の Campylobacter jejuni における薬剤耐性

の分布

原田和記、小澤真名緒、石原加奈子
1
、浅井鉄夫、小池良治、石川整、
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鮫島俊哉

2001~2006 年に健康な牛、採卵鶏及びブロイラーから分離された Campylobacter jejuni 601 株の Penner の

血清型を調べた。優勢な血清型は、B (O: 2, 19.1%)、D (O: 4, 13.5%)、Y (O: 37, 7.3%) 及び G (O: 8, 5.8%)

で、その他の血清型は 5%未満であった。アンピシリン耐性は、血清型 D (12.5%)、B (11.2%)及び Y (0%)

に比べて、血清型 G (65.6%)で有意に高かった。以上のことから、アンピシリン耐性の分布に血清型が関連

することが示唆された。

（Prevalence of antimicrobial resistance among serotypes of Campylobacter jejuni isolates from cattle and poultry in

Japan. Microbiology and Immunology. Vol53, No2, p107-111, 2009.英文）

１ 酪農学園大学

日本における健康家畜から分離した腸球菌の菌種と薬剤感受性

小島明美、守岡綾子、木島まゆみ、石原加奈子 1、浅井鉄夫、藤澤倫彦 2、田村豊 1、高橋敏雄

合計 1024 株の腸球菌が牛 178 頭、豚 178 頭及び 156 頭の健康動物の糞便から分離した。優勢な血清型は、

Enterococcus faecium (35.8%)で、次いで E. faecalis (31.3%) 、E. hirae (25.6%)の順であった。オキシテトラ

サイクリン耐性は、E. faecalis (85.9%)、E. faecium (58.8%) 及び E. hirae (48.1%)で高率に認められた。ほ

とんどの薬剤に対する耐性割合は、E. faecium と E. hirae に比べて、E. faecalis で高率であった。また、牛

由来株は、豚や鶏由来株に比べて、感受性であった。アボパルシンの使用禁止から５年経過しているが、

VanA- または VanB-型 vancomycin-resistant enterococci（VRE）は認められなかった。

（Classification and antimicrobial susceptibilities of Enterococcus species isolated from apparently healthy

food-producing animals in Japan. Zoonoses and Public Health. 57(2), 137-141, 2010. 英文）
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２ 日本獣医生命科学大学

国内の病豚由来 Salmonella Choleraesuis の遺伝子型と薬剤感受性

浅井鉄夫、並松孝憲
1
、大角貴幸

1
、小島明美、原田和記、青木博、鮫島俊哉、高橋敏雄

2001 ～ 2005 年に国内の病豚から分離された Salmonella Choleraesuis を用いて、硫化水素産生性とズルシ

ット利用性に基づく生物型、パスルフィールドゲル電気泳動法（PFGE）型及び薬剤耐性型を調べた。PFGE

により生物型 Choleraesuis は、一つの系統に、生物型 Kunzendorf は、２つの系統に分けられた。Kunzendorf

の 1 系統は、国内の限局的な地域で分離されていた。多様な薬剤耐性型は、生物型に関係なく認められた。

また、PFGE 型は、生物型だけではなく、地域性に関連することが示された。
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（Molecular typing and antimicrobial resistance of Salmonella enterica subspecies enterica serovar Choleraesuis

isolates from diseased pigs in Japan. Comparative Immunology, Microbiology and Infectious Diseases. 33(2),

109-119, 2010. 英文）
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